
※

その他： 入場無料・託児あり（２歳以上）

　　（主催）ふじ虹の会 　URL http://www.geocities.jp/fujinijinokai/

　　（後援）特定非営利活動法人 日本こども支援協会 ／ 静岡県 ／ 富士宮市 ／ 富士市

日　時：

場　所：

平成27年11月1日(日)
9:30～16:30（9時受付開始）

申し込みは裏面をご覧ください。

富士宮市総合福祉会館

安藤記念ホール　ほか
〒418-0005　富士宮市宮原7番地1
駐車場に限りがあります。公共の交通機関をご利用い
ただくか、なるべく乗り合わせてお越しください。

フォスターとは「（実子でない子を）養育す

る・育成する」という意味です。

同じ地域で暮らす大人が集まってこどもの育

ちについて胸を熱くする。それが、私たちの

考える「フォスターセッション」です！

9:00 開場・受付開始

9:30 開会・行政説明「富士管内の現状」 静岡県富士児童相談所

10:00 パネルトーク ふじ虹の会 村松輝昌

「社会情勢から考える 富士宮市議会議員 佐野和彦 野本貴之

こどもの権利とおとなの暮らし」 富士市議会議員 小池義治

11:00 児家セン・児童福祉施設企画 児童家庭支援センターパラソル

「子育てのカタチ～施設職員の声～」 管内児童福祉施設

12:00 昼休憩（会場での昼食販売はありません）

13:00 ミニスピーチ「想うもの・願うもの」

①「寄宿舎のこどもたち」望月亜矢子 ②「若者が安心して住めるまち」渡邉慈子

③「失うものを減らす。校区里親」坂間多加志

14:00 鼎談１ ふじ虹の会 坂間多加志

「いのちの葛藤・つなぐ縁」 一般社団法人全国養子縁組団体協議会／静岡大学 白井千晶

富士市議会議員 小沢映子

14:45 鼎談２ 母力向上委員会 塩川祐子

「こども時代を編む 母力向上委員会／デザインスピカ 若林亜矢

～夕餉の煙の思い出～」 フォスターユース 金森沙織

15:30 ラストスピーチ「里親体験談」 ふじ虹の会 村松輝昌

16:00 閉会謝辞

今年のテーマは

「回想」
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1.名前

名前 年齢 託児に関する留意点（特徴、好きなこと・嫌いなこと、アレルギーなど）

名前 年齢

名前 年齢

名前 年齢

参加申し込み

４．市町名（※）１．名前（※）
申し込み記載事項 　（※）は必ず記入してください。　個人情報は適切に管理し、本事業の連絡のみに使用します。

応募フォームQRコード

　入場、託児は無料です。参加ご希望の方は、FAX、Eメール、インターネット上の応募フォーム（スマホ可）にて
　お申し込みください。なお、託児は10月23日までに申し込んでください。
　（託児について）２歳未満のお子様はお預かりできません。保護者監督の下、会場内でお過ごしください。
　　　　　　　　　　　託児中の水分・おやつは、各自で用意してください。
　◎応募フォーム⇒フォスターセッション特設ページ　http://www.geocities.jp/fujinijinokai/fs.htm

３．メールアドレス２．電話番号（※）

申し込み先　・　問い合わせ先

　静岡県富士児童相談所（担当　杉山）

fujinijinokai@yahoo.co.jp　ふじ虹の会　（E-mailのみ）
　誠信会児童家庭支援センターパラソル

　富士市役所　こども家庭課（担当　木月） ０５４５-５５-２７６３

５．所属団体名

０５４４-２２-１２３０

０５４５-３７-１０１０ ０５４５-３２-８０１０
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3.メールアドレス

６．その他、配慮が必要な事柄

4.市町名

parasoru@seishinkai.info

5.所属団体名

下記にご記入のうえ、そのままFAXしていただいても構いません。（０５４５‐３２‐８０１０あて）

７．託児希望の場合は、子どもの名前と年齢、託児に関する留意点

　富士宮市役所　家庭児童相談室（担当　佐野）

2.電話番号

6.その他、配慮が必要な事柄（車椅子や手話通訳の利用等）

０５４５-６５-２２０８

富士市・ 富士宮市 ・その他 （　　　　　　）

　世間が親に期待することが出来ないことは、恥ずかしいこと、情けないことではないと安心感をいただきました。
　こんなに社会を良くしようと真剣に考えてくれている人たちが、こんなにたくさんいる。

すべての事から目をそむけない。
　これから！その可能性と解放を感じました。私にできることを考えました。
　知れば知るほど吠えずにいられない世界です。

弱い部分を人に話せるって いいな。

　来場した方にしかわかってもらえないから、参加した私たちから周りに広めていきたい。

　家族って何ですか？とか、育児って誰の仕事ですか？とか、虐待って特別な人がすることなんですか？とか、

　施設の生活の様子を聞いて、その後のことをお聞きして衝撃を受けて一人になってじっくり考えました。

　保育関係者で企画する研修会では、なかなか聞くことの出来ない、子育て中の保護者の生の声が聴けて新鮮でした。

愛情ってどの状態のことですか？とか、そういうことを問い直されるような感じでした。

　あれくらいセンセーショナルでないと伝わっていかないのが事実です。

　自分が知らないことがこの富士で起きているのだと知り、大きい石で殴られたような1日でした。

コンセプト 里親制度

　ここで語られたものはどれをとってもリアルボイス。下手な映画よりよっぽどココロに響く。

来場すればわかる。心が奮える１日！

里親制度は、様々な事情により家庭で暮らす

ことが困難になったこどもに、里親家庭での養

育を提供する制度です。里親は研修・調査・審

議を経て県知事に認定され、里親登録されま

す。

また、毎年10月を里親月間とし、全国的に啓

発による里親登録促進や養育技術の向上と相

互連携の強化が図られています。

児童相談所における児童虐待相談対応件数は一貫して増え続けています。

その一方で少子高齢化、緊縮財政、大増税、可処分所得の低下等、働き盛り

や子育て世代の大人を取り巻く社会環境は益々厳しさを増していきます。これ

は、どこか遠いところの話ではなく、私たちが暮らす富士・富士宮の話です。

このセッションでは、大人の苦しみ、こどもの悲しみに対して「地域で共に暮ら

す私たちに課せられるミッションは何か？」を施設・地域・当事者等の様々な方

面から解いていきます。


